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師
走
の
第
一
日
曜
日
、
小
木
地
区
恒
例
の

「
小
木
芸
能
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
幼
稚
園
児
か
ら
小
・
中
・
高
校
生
そ
し
て

熟
年
層
ま
で
、
歌
あ
り
踊
り
あ
り
寸
劇
あ

り
、
お
ま
け
に
エ
コ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

と
盛
り
だ
く
さ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
で
、
裏
方
か

ら
出
演
、
司
会
に
と
大
忙
し
の
実
行
委
員
の

若
者
た
ち
の
踏
ん
張
り
と
、
各
出
演
団
体
の

見
事
な
芸
と

の
コ
ラ
ボ
レ

ー

シ

ョ

ン

で
、
一
年
を

締

め

く

く

る
、
と
び
っ

き
り
な
笑
顔

が
会
場
を
埋

め
尽
く
し
て

い
ま
し
た
。

　
公
民
館
主
催
に
よ
る
正
月
用
の
神
棚
飾
り

の
「
下
げ
紙
教
室
」
を
12
月
19
日
に
赤
泊
総

合
文
化
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
講
師
の
野
口
千
秋

さ
ん
に
持
参
し
て
い
た
だ
い
た
、
縁
起
の
よ

い「
宝
船
」、「
恵
比
寿
」、「
大
黒
」や
来
年
の
干

支
の「
う
さ
ぎ
」な
ど
の
図
案
か
ら
自
分
の
好

き
な
も
の
を
選
び
、
和
紙
を
３
〜
５
枚
重
ね

て
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
で
切
り
抜
い
て
い
き
ま

す
。

　
今
年
は
雪
も
無
く
赤
泊
地
区
以
外
か
ら
の

参
加
者
も
あ
り
、
窓
か
ら
の
や
わ
ら
か
い
日

差
し
を
受
け
、
切
り
抜
き
箇
所
の
多
い
む
ず

か
し
い
図
案
を
選
ん
だ
人
も
、
講
師
の
指
導

を
受
け
な
が
ら
、
和
気
あ
い
あ
い
と
制
作
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
第
38
回
　
小
木
芸
能
祭
（
小
木
地
区
）

下
げ
紙
づ
く
り
　 

　
　（
赤
泊
地
区
）

2／15（火）

2／16（水）
2／17（木）
2／18（金）

2／19（土）

日　程 時　間 会　　場

午前9時30分～
午前11時30分～
午前9時35分～
午前10時～
午前10時30分～
午後1時10分～
午前11時～
午後2時～

小木こども支援センター
深浦小学校
小木小学校
羽茂保育園
赤泊保育園
赤泊小学校
★両津地区公民館
★中央図書館

　『冒険者たち―ガンバと十五匹の仲間』の斉藤惇夫さ
んの新作。処女作『グリックの冒険』が1970年、次の『冒
険者たち』1982 年。その後 28年後の 2010 年、10月に
待望の『哲夫の春休み』が刊行されました。
　内容は、小学校最後の春休み、哲夫は列車を乗りつい
で、新潟の長岡まで一人旅をすることになりました。車
内で一緒になった中年の女性順子 ( なおこ ) と話をす
るうち、哲夫は見るはずのない光景を見るようになり
ました。現在と過去が交錯する時の
中、父の故郷で体験した不思議なで
きごととは？大人も楽しめるファン
タジーであり、心に響く長編です。
　齋藤惇夫さんは、一昨年佐渡にて
「読書の大切さ」を講演してください
ました。今年は7月に来島されます。
ぜひ読んでみてください。　

『哲夫の春休み』 斉藤惇夫 著 岩波書店
新刊書の紹介

恒例のパペット・シアター・キッチンによる
人形劇巡回移動公演　　近日開催！
　今年の人形劇は「さどお
けさ」です。佐渡の子どもた
ちが意外と知らない、さどお
けさ伝説を人形劇で演じま
す。伝説として語られる佐渡
おけさの由来は猫の恩返し
として知られています。今年
は人形劇を通して子どもた
ちに郷土に伝わるお話しを
届けたいと思います。
　

★印の会場はどなたでもご覧いただけます。ぜひお越しください。

お問い合わせ　小木図書館 ☎86-3841／中央図書館 ☎63-2800

（昨年の上演）

BOOKBOOKBOOK

図書館だより

教育委員会社会教育課
☎27－4170
（両津支所内）
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